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市
民
と
の
協
働

問
　

施
政
方
針
に
あ
る
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
活
か
し
、

市
と
し
て
の
重
点
施
策
を
選
択
、

集
中
し
て
進
め
て
い
く
と
い
う

市
長
の
考
え
は
理
解
す
る
。

　

今
般
、
少
子
高
齢
社
会
と
な

り
、
税
収
も
伸
び
な
い
状
況
に

お
い
て
は
、
す
べ
て
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
公
費
で
賄
う
時
代
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。
市
民
と
の

協
働
も
、
市
民
の
声
を
聴
く
と

い
う
公
聴
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
だ

け
の
協
働
の
在
り
方
で
は
な
く
、

「
新
し
い
公
共
」
と
し
て
そ
の
本

質
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

市
の
見
解
を
問
う
。

平田特別緑地保全地区

答
　

近
年
耳
に
す
る
「
新
し
い

公
共
」
と
は
、
人
や
地
域
を
支

え
る
と
い
う
役
割
を
、
行
政
だ

け
で
担
う
の
で
は
な
く
、
教
育
、

街
づ
く
り
、
福
祉
等
の
各
分
野

に
お
い
て
地
域
で
関
わ
る
人
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

社
会
全
体
で
構
築
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
平
成
17

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
１
％

支
援
制
度
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
活
動
が
幅
広
く
地
域
に
根
づ

き
、
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
展

開
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ

と
し
て
い
る
。
今
後
、
団
体
へ

の
支
援
を
充
実
さ
せ
、
新
た
な

担
い
手
の
創
出
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

市
民
と
の
協
働
は
、
た
だ
市

民
の
声
を
聴
く
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
か
ら
の
提
案
や
意
見
を
行

政
が
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増
や
し
て
市
民

ニ
ー
ズ
を
求
め
る
先
に
あ
る
、
政

策
形
成
か
ら
実
施
、
評
価
に
至

る
各
段
階
で
の
協
働
の
仕
組
み

が
必
要
で
あ
り
、
ま
ず
は
政
策

形
成
段
階
に
つ
い
て
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
等
の
仕
組
み
を
全
体

的
に
強
化
し
て
い
き
た
い
。

花

と

緑

の

街

づ

く

り

問
　

重
点
政
策
の
一
つ
に
あ
る

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
い
ち

か
わ
」
は
、「
み
ど
り
の
基
本
計

画
」
で
進
め
て
き
た
こ
と
と
重

複
し
て
お
り
、
効
率
的
で
な
い

の
で
は
な
い
か
。
緑
の
保
全
と

い
う
観
点
が
希
薄
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
し
、
平
成
19

年
度
に
策
定
予
定
の
「
み
ど
り

の
条
例
」
も
い
ま
だ
制
定
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
市
は
こ
の
こ

と
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　

16
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

「
み
ど
り
の
基
本
計
画
」
は
、

様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
掲
げ
て
お

り
、
こ
の
基
本
方
針
を
念
頭
に

各
所
管
部
署
が
事
業
を
進
め
て

い
る
。「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
シ
テ
ィ

い
ち
か
わ
」
に
つ
い
て
も
、
基

本
方
針
の
一
つ
で
あ
る
「
み
ど

り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推

進
」
の
う
ち
、
花
と
緑
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
た
め
の
啓
発

活
動
の
推
進
と
し
て
、
事
業
の

実
施
を
考
え
て
い
る
。
基
本
計

画
に
基
づ
き
既
に
進
ん
で
い
る

事
業
と
重
複
し
な
い
よ
う
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、
市
と
市
民

と
の
よ
り
良
い
協
働
関
係
が
築

か
れ
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、「
み
ど
り
の
条
例
」
の

制
定
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

本
市
で
は
、
自
転
車
が
関
係

す
る
交
通
事
故
の
割
合
が
千
葉

県
内
で
も
高
く
、
マ
ナ
ー
の
悪

い
自
転
車
運
転
に
危
険
を
感
じ

る
市
民
が
多
い
こ
と
か
ら
、
同

条
例
案
を
提
案
し
た
。

　

条
例
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
に
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り

方
の
交
通
安
全
指
導
の
対
象
者

を
拡
大
し
、
事
故
の
多
い
中
学

生
や
高
校
生
、
高
齢
者
に
も
実

施
す
る
と
共
に
、
一
般
の
方
を

対
象
と
し
た
「
自
転
車
安
全
利

用
講
習
会
」
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
転
車
利
用
時
の
正
し

い
ル
ー
ル
と
条
例
制
定
に
関
す

る
周
知
啓
発
活
動
と
し
て
、
自

転
車
利
用
者
へ
の
街
頭
指
導
の

継
続
や
条
例
施
行
の
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
。

市
庁
舎
の
整
備

問
　

市
役
所
庁
舎
の
建
て
替
え

は
、
耐
震
上
の
問
題
も
あ
る
中
、

大
変
な
課
題
で
あ
り
、
担
当
部

署
も
苦
労
し
て
い
る
と
思
う
。

市
民
の
関
心
も
高
い
こ
と
か
ら
、

具
体
的
な
建
て
替
え
の
検
討
事

項
と
内
容
を
問
う
。

答
　

市
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
庁
舎
整
備
方
策
調
査
業
務

委
託
の
中
で
複
数
の
庁
舎
整
備

の
方
策
案
や
、
事
業
推
進
に
お

け
る
課
題
と
解
決
案
等
の
具
体

的
な
検
討
事
項
の
提
案
を
受
け

る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、

平
成
23
年
12
月
末
を
目
途
に
報

告
が
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
、
一
定

の
方
向
性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

庁
舎
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

利
用
者
の
安
全
確
保
を
第
一
に
、

市
民
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
く
、

ま
た
、
利
用
し
や
す
い
庁
舎
と

な
る
よ
う
、
市
民
や
議
会
の
理

解
を
得
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

解
消
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
市

の
中
部
地
域
や
北
東
部
地
域
の

解
消
対
策
の
考
え
を
問
う
。

答
　

平
成
22
年
に
市
川
市
保
育

計
画
を
策
定
し
、
待
機
児
童
解

消
の
た
め
、
７
２
５
名
の
定
員

増
を
目
標
と
し
て
、
保
育
園
整

備
を
始
め
と
す
る
様
々
な
施
策

を
推
進
し
て
い
る
。

　

23
年
度
は
、
妙
典
地
区
に
定

員
１
０
０
名
の
（
仮
称
）
あ

じ
さ
い
保
育
園
を
新
設
す
る
と

共
に
、
国
府
台
保
育
園
他
、
２

カ
所
の
保
育
園
の
建
て
替
え
で
、

１
７
０
名
の
定
員
増
を
行
う
。

更
に
、
24
年
度
に
は
、
信
篤
地

区
の
保
育
園
の
新
設
と
既
存
保

育
園
の
建
て
替
え
で
、
１
４
０

名
の
定
員
増
を
図
っ
て
い
く
。

　

市
の
北
東
部
地
区
の
解
消
策

と
し
て
は
、
新
設
園
と
既
存
の
私

立
保
育
園
の
増
改
築
で
１
０
０

名
の
定
員
増
を
図
っ
た
。
ま
た
、

中
部
地
区
で
は
、
信
篤
地
区
の

新
設
を
予
定
し
て
い
る
が
、
待

機
児
童
が
多
い
市
川
、
八
幡
地

区
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
保
育

園
整
備
を
中
心
に
、
待
機
児
童

解
消
に
向
け
た
施
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
育
て
家
庭

の
様
々
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
で
、
待
機
児
童
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

自

転

車

の

安

全

利

用

問
　

自
転
車
の
運
転
を
見
て
い

る
と
無
灯
火
や
二
人
乗
り
な
ど
、

危
険
な
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と

が
あ
る
。
運
転
マ
ナ
ー
を
徹
底

す
べ
き
だ
が
、
実
態
と
し
て
自

動
車
運
転
の
よ
う
な
取
り
締
ま

り
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

　

交
通
安
全
対
策
と
し
て
「
市

川
市
自
転
車
の
安
全
利
用
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
同
条
例
制
定
後
の

代表質疑
　市川市議会では、毎年２月定例会で会派の代表が会派独自の立場から質疑をする代表質疑を行っ

ています。代表質疑の対象は、市長の施政方針と新年度予算の内容及びこれに関連する条例案で、

質疑時間は、会派の均等割り時間 60 分に所属議員数× 15 分を加えた時間（３人に満たない会派

は議員１人につき 20 分）です。この中から会派が指定した項目の主な内容を掲載しました。

※会派別議員名は３月 18 日現在のものです。

東京外郭環状道路工事用道路（仮橋）
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問
　

施
政
方
針
に
、
東
京
外
郭

環
状
道
路
関
連
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
活
か
し
た
沿
線
の
街
づ
く

り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
問
う
。

の
概
要
と
市
の
対
応
を
掲
載
し
、

市
民
に
知
ら
せ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
の
う
ち
、
実

際
に
平
成
23
年
度
予
算
に
計
上

し
た
事
業
は
、
狭
隘
道
路
の
解

消
の
提
案
に
対
し
て
、
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
部
分
の
整
備
費
用
の
助

成
、
低
炭
素
社
会
の
構
築
の
提

案
に
対
し
て
、
自
治
会
が
設
置
、

管
理
す
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

の
切
り
替
え
助
成
等
が
あ
る
。

　

今
後
は
、
市
政
運
営
に
関
す

る
提
案
は
市
長
目
安
箱
に
、
一

方
、
個
々
の
事
業
に
関
す
る
要

望
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム

に
投
稿
し
て
頂
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
よ
り
多
く
の
提
案
に

よ
る
市
民
発
の
行
政
運
営
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

待

機

児

童

の

解

消

問
　

施
政
方
針
に
、
待
機
児
童

解
消
と
待
機
児
童
を
生
み
出
さ

な
い
施
策
と
し
て
、
妙
典
地
区

へ
の
保
育
園
の
開
設
や
既
存
保

育
園
の
建
て
替
え
等
を
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
施
策
で
ど
の
程
度

聞
き
な
が
ら
、
事
業
者
と
共
に

広
く
、
地
域
の
街
づ
く
り
や
地

域
の
課
題
改
善
に
つ
な
が
る
よ

う
、
検
討
し
て
い
く
。

市
長
目
安
箱

問
　

市
民
の
声
を
聞
く
方
法
と

し
て
、
平
成
22
年
５
月
に
設
置

し
た
市
長
目
安
箱
に
２
５
０
件

を
超
え
る
提
案
や
要
望
の
投
稿

が
あ
っ
た
と
聞
く
。
こ
れ
ま
で

ど
う
対
応
し
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
そ
の
提
案
等
を
踏
ま
え
、
今

後
ど
の
よ
う
に
市
政
運
営
を
進

め
て
い
く
の
か
。

答
　

投
稿
の
内
容
を
見
る
と
、
新

た
な
施
策
に
関
す
る
提
案
の
他
、

個
々
の
事
業
に
対
す
る
要
望
、

意
見
等
も
多
く
頂
い
た
。
投
稿

の
内
容
は
市
長
自
ら
が
確
認
し
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
も
の
は
所

管
部
署
に
指
示
し
、
予
算
を
伴

い
時
間
を
か
け
て
検
討
す
べ
き

も
の
は
、
副
市
長
や
各
部
長
と

協
議
し
決
定
し
て
い
る
。

　

市
政
に
関
す
る
提
案
に
つ
い

て
は
、
広
報
い
ち
か
わ
や
市
公

式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
提
案
内
容

社
民
・
市
民
ネ
ッ
ト

か
つ
ま
た
竜
大　

秋
本
の
り
子

湯
浅　

止
子

答
　

東
京
外
郭
環
状
道
路
を
活

か
し
た
街
づ
く
り
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
小
塚
山
公
園
の
整

備
、
文
教
ゾ
ー
ン
構
想
の
実
現
、

都
市
計
画
道
路
の
拡
張
な
ど
、

様
々
な
角
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

今
後
も
、
環
境
施
設
帯
を
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
活
か
す

工
夫
を
始
め
、
住
民
の
意
見
を


